
上の内貝塚の鹿角製垂飾　市内の上
うえのうち

の内貝塚から出土した垂飾は，縄文時代中期のものと推定さ
れます。耳飾りの可能性もありますが，ここでは頸飾りとして復元してみました。長さ20㎜，幅18㎜，
厚さ 3㎜，重さ 1.2g で，上部には紐を通すために３つの孔が穿

うが

たれています。下部が鉤
かぎ

状に曲が
り勾

まがたま

玉のようにも見えますが，これは，サメの歯の垂飾を模倣したもので，メジロザメ科に特徴的
な歯の形が表現されています。ギザギサした歯の鋸歯縁については省略されたようです。

（2016.8.26 撮影　博物館実習「女子大生と装身具」第７弾）

C
O
N
T
E
N
T
S

東日本最大級の横穴墓群　すごいぞ！十五郎穴横穴墓群

｢出会い，別れ，そして夢考古学の旅路｣　第17回　水戸市の遺跡の調査あれこれ　（川崎純徳）

企画展解説補遺　ヘソのある大型石棒　／　並べて埋められた大型石棒　（鈴木素行）

横穴墓を歩く⑯　吉見百穴　（弓　明義） １ケース・ミュージアム 40　市内遺跡調査2015

１ケース・ミュージアム 39　いただきもの。３ アカニシの化石　（矢野徳也）

遺跡めぐり　常陸国分寺とその瓦窯を歩く ひたちなか市の古墳⑧　老ノ塚・二ツ森・孫目古墳群

歴史の小窓⑰　土器で米を蒸す 虎塚古墳花便り⑰　ヒトリシズカ ほか
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100m0

指渋支群

笠谷支群

虎塚古墳

笠谷古墳群

埋文センター

館出支群
97基

55基

122基

Ⅰ区墳丘
館出

すごいぞ！ 十五郎穴横穴墓群
東日本最大級の横穴墓群

館出Ⅲ５号墓（アーチ形天井・礫敷） 館出Ⅰ 35 号墓（ドーム形天井・コの字形屍床）

指渋Ⅵ 81 号墓（家形）

指渋Ⅵ 76 号墓（高い屍床）

館出Ⅰ 33 号墓（家形）

館出Ⅰ 32 号墓（アーチ形天井）

最北端の横穴墓
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100m0

指渋支群

笠谷支群

虎塚古墳

笠谷古墳群

埋文センター

館出支群
97基

55基

122基

Ⅰ区墳丘
館出

　十
じゅうごろうあなよこあなぼぐん

五郎穴横穴墓群は，古墳時代終末から平安時代にかけて丘陵の斜面に横穴を掘り，そこに亡くなった人

を埋葬したお墓です。ひたちなか市教育委員会では，十五郎穴横穴墓群の範囲や基数を確認するため，2007

年度から 2014 年度まで確認調査を実施しました。その結果，横穴墓が約１㎞の範囲に分布していることが

判りました。遺跡は，深い谷を境として，北から指
さ し ぶ

渋支群，館
たてだし

出支群，笠
か さ や

谷支群の３つの支群で構成されて

おり，確認できた横穴墓の基数は 274 基（図の赤丸）です。確認できた横穴墓以外にも多数の横穴墓が埋没

しており，その数は 500 基以上と算出できました。この数は東日本最大級です。

　調査では，遺体を埋葬する玄室の構造が家形のものや天井が平らなもの，テントのような穹
きゅうりゅう

窿形のもの，

床面にコの字状に屍
ししょう

床があるものなど，いろいろな形の構造を確認しました。これらの特徴的な玄室構造の

横穴墓は，１つの支群ではなく，場所を違えて位置していることも判りました。玄室構造は，お墓を造った

集団によって違いがあるとされていますので，十五郎穴横穴墓群では多数の集団の存在が指摘できるかもし

れません。

笠谷Ⅵ１号墓（家形） 笠谷Ⅴ 13 号墓（穹窿形） 館出Ⅶ３号墓（大型・平天井）

調査では，石によって閉塞された

状態の横穴墓も確認できました。

横穴墓の構造

最西端の横穴墓

＊横穴墓の数が推定で 500 基以上・・・・・・・・・・・東日本で最大級

＊いろいろな形の横穴墓があることが判明・・・・・多数の集団が存在か

＊蕨手刀という大刀・・・・・・・・・・・・茨城県内では２例目の出土

＊金銅製の飾りの付いた刀子・・・正倉院宝物以外では全国で初の出土例

＊横穴墓の中に唐櫃があった可能性・・・・・・・・・・・・・全国で初

＊出土した人骨のＤＮＡ調査・・・茨城県内の横穴墓出土人骨では初めて

ココがすごい！！
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1m0

館出支群Ⅰ区第 35 号墓発掘調査の成果
未開口の状態で確認したⅠ区第 35 号墓では，

さまざまな調査や分析を実施しました。その結

果，貴重な成果を得ることが出来ました。ここ

では，その一部をご紹介します。

玄室からは，人骨とともに，土器１点，大刀

１口，刀子５口，鉄鏃 19 点，鉄釘 181 片，

炭化物，漆片と思われるものが出土しました。

大刀は８世紀中葉で，土器は９世紀前半の時

期と推定されます。

玄室の外の羨道部と墓前域からは，土器（須恵器）

が 57 個体出土しました。時期は８世紀後葉と推

定されます。これらの土器は，その接合関係から，

どこか１箇所に集められた場所から，羨道部の両

側と墓前域に置かれたものであることがわかりま

した。

４ｍ 80 ㎝

大刀は蕨手刀という刀

で，県内では２例目の

出土です。金銅製の拵

えを伴う刀子は，全国

で初めての出土です。

館出Ⅰ 35 号墓平面図
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X線源 
（加速器） 

検出器 

ターンテーブル 

大刀 

刀子 

1a

1b

2

1m0

頭蓋１

頭蓋２

頭蓋３ 頭蓋４

頭蓋５

頭蓋６

頭蓋７

頭蓋９

頭蓋１０

頭蓋８

左大腿骨

右大腿骨

左脛骨

左右不明脛骨

右上腕骨

右大腿骨

右大腿骨 左上腕骨
右大腿骨

右上腕骨

　
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
で
は
、
一
九
二
四
（
大

正
一
三
）
年
一
月
頃
、
現
在
の
県
指
定
と
な
っ

て
い
る
場
所
で
石
材
採
掘
が
行
わ
れ
、
遺
跡
が

破
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
お

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
時
湊
商
業
学

校
長
の
職
に
あ
っ
た
大
内
義
比
氏
ら
那
珂
湊
地

区
の
人
た
ち
が
、
十
五
郎
穴
保
存
の
声
を
あ
げ

ま
し
た
。
こ
の
採
掘
反
対
の
要
望
に
よ
り
、
採

掘
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
出
来

事
を
契
機
と
し
て
、
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）

年
八
月
に
保
旧
会
が
組
織
さ
れ
、
の
ち
に
井
上

義
氏
を
会
長
と
し
た
中
根
村
史
跡
保
存
会
が
設

け
ら
れ
、
一
九
四
○
（
昭
和
一
五
）
年
の
県
指

定
史
跡
へ
至
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
十
五
郎
穴
の
調
査
で
は
、
遺
跡
が
非
常

に
良
い
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
地
元
の
方
の

ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す

が
、
遺
跡
保
存
の
前
史
に
那
珂
湊
地
区
の
有
志
の

活
躍
が
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。今
後
は
、調
査
成
果
を
踏
ま
え
て
、先
人
に
習
っ

て
後
世
に
十
五
郎
穴
を
保
存
活
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　(

稲
田
健
一
）

十
五
郎
穴
の
昔
話　
番
外
編

参
考
文
献
：
佐
藤
次
男 

二
○
○
四 

『
那
珂
湊
市
史　

近
代
・
現
代
』  

ひ
た
ち
な
か
市
史
編
さ
ん
委
員
会

大刀と刀子は，国立奈良文化財研究所と日

立製作所に協力いただき，CT 撮影調査を

行いました。この調査により，遺物の保存

の状況や素材の種類を確認できました。ま

た，画像は三次元データとなるため，映像

資料として鑑賞したり，３D プリンタなど

でレプリカを制作する際にも役立ちます。

人骨は，九州大学と北里大学に調査を

依頼しました。その結果，10 体分の人

骨が埋葬されていることが判明しまし

た。また，10 体の内，３体は未成人で

あることや男性と女性がいることも判

りました。DNA の調査では，３つの違

う母系があることを確認しました。

人骨の調査

ＣＴ撮影調査
鉄釘の調査

181 片出土した鉄釘を，奈良県

立橿原考古学研究所の岡林孝作

さんに調査していただきました。

その結果，釘の形態や付着して

いる木材から，図のような容器

の存在が指摘されました。これ

は横穴墓では全国初の事例とな

ります。
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展示のようす
　

ひ
た
ち
な
か
市
に
は
三
二
六
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
遺
跡
に
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
が
建
築
さ
れ

る
際
に
、
事
前
の
試
掘
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

調
査
は
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
公
益

財
団
法
人
ひ
た
ち
な
か
市
生
活
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公

社
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

試
掘
調
査
に
よ
っ
て
古
代
の
住
居
跡
な
ど
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
保
存
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
保
存
す
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
は
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
二
〇
一
五
年
は

試
掘
調
査
の
み
で
あ
り
、
発
掘
調
査
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
二
〇
一
五
年
（
平
成
二
七
年
）
に
試
掘
調
査
は

三
〇
件
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
ワ
ン
ケ
ー
ス
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
そ
う
し
た
試
掘
調
査
で
出
土
し

た
遺
物
の
展
示
解
説
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
勝
倉
城
跡
で
は
、
市
立
勝
倉
小
学
校
の

運
動
場
を
一
〇
㎝
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
幅
六
ｍ
ほ
ど
の
堀

跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
地
元
の
方
に
よ
る
と
、
昭
和

二
一
年
ご
ろ
に
運
動
場
が
造
成
さ
れ
て
、
そ
の
と
き
に

土
塁
を
削
り
堀
跡
を
埋
め
た
よ
う
で
す
。
堀
の
最
上
層

か
ら
は
イ
ン
ク
壺
が
出
土
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
戦
前

の
勝
倉
小
学
校
で
使
わ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

埋
蔵
文
化
財
の
調
査
は
、
遺
跡
の
地
権
者
の
方
々
を

は
じ
め
、多
く
の
方
々
の
ご
協
力
と
ご
理
解
に
よ
っ
て
、

よ
う
や
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の
小
展

示
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
調
査
に
関
係
さ
れ
た
皆
様

の
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
義
則
）
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県
内
で
は
六
例
目
の
報
告
と
い
う
珍
し
い
も
の
で
す
。

　
「
守
谷
市
の
ア
カ
ニ
シ
化
石
」は『
埋
文
だ
よ
り
』30
号

で
紹
介
し
た
貝
容
器
の
よ
い
参
考
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
「
尼
ヶ
祢
の
縄
文
土
器
」
は
『
平
成
26
年
度
市
内
遺
跡

発
掘
調
査
報
告
書
』
に
掲
載
し
た
資
料
の
一
つ
で
す
。

資
料
を
採
集
し
た
の
は
、
寄
贈
さ
れ
た
大
和
田
氏
の
御

尊
父
で
、『
埋
文
だ
よ
り
』
40
号
の
記
事
「
小
鍋
沢
の
縄

文
土
器
」に
出
て
い
る「
伯
父
」さ
ん
こ
と
高
瀬
氏
で
す
。

寄
贈
資
料
か
ら
は
那
珂
湊
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
遺
跡

で
資
料
を
採
集
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
尼
ヶ
祢

遺
跡
は
、
南
西
に
中
丸
川
を
望
む
台
地
の
縁
に
あ
り
ま

す
。
北
に
は
縄
文
～
奈
良
・
平
安
ま
で
の
集
落
跡
を
も

つ
宮
後
遺
跡
が
近
接
し
て
い
ま
す
。
市
内
遺
跡
の
発
掘

調
査
で
は
台
地
の
縁
に
近
い
ほ
う
に
土
坑（
縄
文
時
代
）

し
か
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
宮
後
遺
跡
と
の
つ
な

が
り
と
出
土
遺
物
か
ら
は
、
同
じ
よ
う
に
集
落
跡
が
あ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
寄
贈
資
料
か
ら
も
こ
の
こ

と
を
追
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
展
示
し

た
資
料
、
そ
し
て
、

ご
紹
介
し
き
れ
な

か
っ
た
さ
ら
に
多

く
の
貴
重
な
資
料

を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 （
菊
池
順
子
）

1CaseMuseum Vol.39

( 公財 ) ひたちなか市生活 ・ 文化 ・ スポーツ公社

Thanks you for the
 precious gift!

2016.05.31 - 7.3

時間 9:00-17:00
　　　　　　　　　(16:30 までに入館してね）

場所　ひたちなか市埋蔵文化財調査センター

　　　　　ひたちなか市中根 3499

電話　029-276-8311

月 曜日はお休み

いただきもの。3
2012-2016年度の寄贈資料

　

ひ
た
ち
な
か
市
教
育
委
員
会
へ
と
寄
贈
い
た
だ
き
、

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
に
収
蔵
す
る
こ
と
に
な
っ

た
資
料
を
ご
紹
介
す
る
企
画
の
第
三
弾
で
す
。
今
回
の

展
示
で
は
、『
埋
文
だ
よ
り
』な
ど
に
報
告
し
た
こ
と
の

あ
る
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
市
毛
遺
跡
の
土
製
品
」
は
42
号
、「
那
珂
湊
反
射
炉

の
窯
資
料
」
は
44
号
の
資
料
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
、
そ
れ

ぞ
れ
研
究
者
が
考
察
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
「
三
反
田
蜆
塚
貝
塚
の
土
製
腕
輪
」は
、
表
紙
を
飾
る

遺
物
と
し
て
43
号
に
登
場
。
こ
れ
は
、
数
連
の
貝
輪
を

粘
土
で
模
し
た
と
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
土
製
腕
輪

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
考
え
る
貝
輪
の
参
考
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
作
成
し
た
現
生
ベ
ン
ケ
イ
ガ
イ

製
の
貝
輪
を
展
示
し
ま
し
た
。
紐
で
組
み
上
げ
た
の
は

栃
木
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
方
で
す
。
土
製
腕
輪

を
寄
贈
さ
れ
た
臼
井
克
夫
氏
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
内
外

の
多
く
の
遺
跡
を
訪
れ
遺
物
を
採
集
し
て
お
り
、「
十
万

原
遺
跡
の
押
型
文
土
器
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
は

矢
野
徳
也

ア
ク
キ
ガ
イ
科
の
巻
貝
で
、
高
さ
は
一
〇
㎝
を

超
え
、
口
は
大
き
く
開
き
、
殻
は
厚
い
。
巻
い
て

い
る
部
分
（
螺ら

塔と
う

）
は
低
く
、
堅
牢
な
貝
で
あ
る
。

潮
干
狩
り
で
獲
れ
る
よ
う
な
深
さ
に
は
少
な
い

が
、
北
海
道
以
南
の
砂
質
の
浅
海
に
棲
み
、
特
に

温
か
な
内
湾
に
は
多
い
。
現
在
の
東
京
湾
に
も
生

息
す
る
。

今
か
ら
十
三
万
年
前
の
関
東
平
野
に
海
が
広
が

っ
て
い
た
。
古
東
京
湾
と
呼
ば
れ
る
こ
の
海
は
、

水
戸
付
近
か
ら
銚
子
、
房
総
丘
陵
を
つ
な
ぐ
砂
州

で
東
側
が
閉
ざ
さ
れ
た
内
湾
と
な
り
、
湾
に
注
ぐ

河
川
の
堆
積
物
が
次
第
に
埋
め
て
ゆ
き
、
五
万
年

前
に
は
消
滅
し
て
し
ま
う
。
こ
の
海
に
堆
積
し
た

地
層
が
台
地
を
構
成
す
る
成な
り

田た

層
で
、
茨
城
県
中

部
で
は
見み

和わ

層
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
層
に
相
当
す

る
。
成
田
層
に
は
海
生
貝
類
の
化
石
が
密
集
し
て

い
る
部
分
が
あ
り
、
特
に
内
湾
化
し
た
時
代
の
地

層
、
木き
お
ろ
し下
部
層
に
は
暖
水
性
の
貝
類
化
石
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
に
相
当
す
る
化
石
は
千
葉
県
北
部
か

ら
茨
城
県
南
部
、神
奈
川
県
東
部
ま
で
分
布
す
る
。

木
下
部
層
で
は
バ
カ
ガ
イ
、
ハ
マ
グ
リ
、
タ
マ
キ

ガ
イ
、
イ
タ
ヤ
ガ
イ
、
イ
タ
ボ
ガ
キ
、
マ
ガ
キ
、

ア
カ
ニ
シ
の
化
石

（アカニシ化石写真縮尺約 1/2）

＊寄贈者の皆様：臼井 克夫氏・大和田 恵子氏・川口 武彦氏・斉藤 新氏・杉岡 真人氏（50 音順）
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ミ
ル
ク
イ
、
ウ
チ
ム
ラ
サ
キ
、
サ
ル
ボ
ウ
、
ハ
イ
ガ
イ

な
ど
が
見
ら
れ
、
ア
カ
ニ
シ
、
ヤ
ツ
シ
ロ
ガ
イ
と
い
っ

た
大
き
め
の
巻
貝
化
石
も
産
す
る
。
特
に
ア
カ
ニ
シ
は

高
さ
一
五
㎝
を
超
え
る
大
型
の
も
の
も
珍
し
く
な
い
。

階段注意

　

押お
し

型が
た

文も
ん

土
器
と
は
、
小
枝
の
よ
う
な
棒
状
の
も
の
に

格
子
・
山
形
・
楕
円
な
ど
の
模
様
を
刻
み
、
こ
れ
を
土

器
表
面
に
回
転
し
な
が
ら
押
し
当
て
て
文
様
を
施
し
た

土
器
群
の
名
称
で
す
。分
布
は
、中
部
・
近
畿
を
中
心
に
、

関
東
・
東
北
・
九
州
・
四
国
・
北
海
道
と
、
ほ
ぼ
全
国

に
わ
た
り
ま
す
。
時
期
は
、
縄
文
時
代
早
期
前
半
か
ら

前
期
に
か
け
て
で
す
。
中
部
・
近
畿
が
先
行
し
、
北
海

道
で
は
遅
れ
て
、
前
期
に
入
っ
て
か
ら
現
れ
ま
す
。

　

押
型
文
土
器
の
中
で
型
式
が
明
確
に
分
類
さ
れ
て
い

る
の
は
、
中
部
で
は
立た

つ
の野
・
樋ひ
ざ
わ沢
・
沢さ
わ

・
細ほ
そ
く
ぼ

久
保
式
、

近
畿
で
は
大お

お
ば
な鼻

・
大お
お
こ川

・
神じ
ん
ぐ
う
じ

宮
寺
・
高こ
う

山ざ
ん

寺じ

・
穂ほ

谷だ
に

式
、

東
北
で
は
日ひ

ば
か
り計
式
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
尖せ
ん

底て
い

深ふ
か

鉢ば
ち

形
の

土
器
で
あ
る
こ
れ
ら
の
型
式
が
編
年
上
の
ど
の
位
置
に

あ
る
か
、
ま
だ
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
関
東
地
方
で

は
、
早
期
の
撚よ

り

糸い
と

文
系
土
器
か
ら
沈
線
文
系
土
器
と
共

伴
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
茨
城
県
域
で
は
、
五

遺
跡
（
刈＊
又
坂
・
沼
尾
原
・
奥
山
下
根
・
小
坂
宮
方
・
ぼ

ん
ぼ
り
山
）
か
ら
中
部
系
の
押
型
文
土
器
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
で
は
、
沈
線
文
系
土
器
の

「
三み

戸と

式
」ま
た
は「
田た

戸ど

下
層
式
」が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

六
遺
跡
目
と
な
っ
た
の
が
、
市
内
臼
井
克
夫
氏
寄
贈

の
水
戸
市
北
端
、
那
珂
川
の
右
岸
に
あ
る
台
地
上
に
位

置
す
る
十

じ
ゅ
う
ま
ん
ぱ
ら

万
原
遺
跡
ガ
ラ
ン
ド
ウ
地

区
の
土
器
片
で
す
。
楕
円
文
が
横
位

に
施
文
さ
れ
た
胴
部
破
片
で
焼
成
良

好
。断
面
は
黒
褐
色
で
す
。胎
土
に
は
、

石
英
粒
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
に

市
内
ぼ
ん
ぼ
り
山
遺
跡
の
土
器
片
と

共
に
紹
介
し
ま
す
。
ぼ
ん
ぼ
り
山
の

も
の
は
山
形
文
が
横
位
に
施
文
さ
れ

た
胴
部
片
で
す
。
い
ず
れ
も
在
地
の

土
器
で
は
な
く
、「
三
戸
式
」も
し
く
は

「
田
戸
下
層
式
」
に
伴
う
と
考
え
ら
れ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
菊
池
順
子
）

0 5㎝
楕円形押型文の

施文具と回転圧痕

十
万
原
遺
跡
の
押
型
文
土
器

（山形押型文）

5  ひたちなか市
 　　ぼんぼり山遺跡 （楕円押型文）

6  水戸市 十万原遺跡

八
溝
山
地

久慈川

那珂川

涸沼川

巴川

利根川

小
野
川

桜
川

小
貝
川

鬼
怒
川

霞
ヶ
浦 北

浦

0 20km

1

2
3

4

5

6

茨城県内における押型文土器の出土遺跡

1  北茨城市 刈又坂
　  （現・引地坂口）
2  鹿嶋市 沼尾原
3  常総市 奥山下根
4  城里町 小坂宮方 
5  ひたちなか市
                  ぼんぼり山
6  水戸市 十万原

＊「十万原遺跡の押型文土器」参考文献：江坂 輝弥 1955「茨城県多賀郡刈又坂遺跡」『日本考古学年報』３，原川 虎夫・原川 雄二 1974「東
北地方押型文土器の諸問題」『遮光器』８号
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16

　

国
史
跡
・
吉
見
百
穴
は
東
武
東
上
線
東
松
山
駅
の
東
方

約
二
㎞
の
吉
見
町
大
字
北
吉
見
字
六
耕
地
・
八
耕
地
地
内

に
所
在
し
、
吉
見
町
と
東
松
山
市
の
境
界
を
流
れ
る
市
野

川
左
岸
に
面
す
る
標
高
約
五
四
ｍ
の
凝ぎ

ょ
う
か
い
し
つ
さ
が
ん

灰
質
砂
岩
か
ら
な

る
丘
陵
斜
面
に
造
ら
れ
て
い
る
。

　

吉
見
百
穴
の
発
掘
調
査
は
明
治
二
○
年
に
東
京
帝
国
大

学（
現 

東
京
大
学
）の
坪つ
ぼ
い
し
ょ
う
ご
ろ
う

井
正
五
郎（
当
時
二
四
歳
）に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
。
調
査
の
結
果
、
平
均
約
四
五
度
の
急
勾
配

な
斜
面
か
ら
二
三
七
基
の
横
穴
が
確
認
さ
れ
て
、
そ
の
性

格
を
「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
人
の
住
居
説
」
と
し
て
唱
え
た
こ

と
で
、「
墓
穴
説
」
を
唱
え
る
研
究
者
と
、
当
時
の
学
会
を

二
分
す
る
大
論
争
と
な
る
が
、
そ
の
後
の
調
査
・
研
究
に

よ
っ
て
横
穴
が
古
代
の
埋
葬
施
設
（
墓
）
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
大
正
十
二
年
に
は
国
の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
。
戦
時
中
に
は
同
じ
場
所
に
地
下
軍
需
工
場
が
造

ら
れ
、
い
く
つ
か
の
横
穴
墓
が
壊
さ
れ
、
現
在
の
横
穴
墓

の
数
は
二
一
九
基
と
な
っ
て
い
る
。

　

横
穴
墓
は
、
斜
面
全
体
に
対
し
て
斜
行

す
る
平
行
線
上
に
配
置
さ
れ
、
そ
の
内
部

構
造
は
遺
体
を
埋
葬
す
る
玄げ

ん
し
つ室
、
玄
室
の

入
口
に
あ
た
る
玄げ

ん
も
ん門

、
進
入
路
と
な
る

羨せ
ん
も
ん門

・
羨せ
ん
ど
う道

、
前ぜ
ん
て
い
ぶ

庭
部
か
ら
な
る
。
玄
室

内
部
に
は
遺
体
を
安
置
す
る
た
め
に
一
段

高
く
ベ
ッ
ド
状
に
し
た
有
縁
棺か

ん
ざ座
を
も
つ

横
穴
墓
が
一
二
四
基
確
認
さ
れ
て
お
り
、

吉
見
百
穴
の
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
棺
座
の
縁
や
玄
室
か
ら
羨
道

に
か
け
て
の
床
面
に
排
水
溝
が
設
け
ら
れ

て
い
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。

　

玄
室
の
平
面
形
は
、
ほ
ぼ
正
方
形
に
近
い
形
態
を
基
本

と
し
て
長
方
形
・
台
形
・
楕
円
形
な
ど
八
形
式
が
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
玄
室
の
立
面
形
は
、
い
わ
ゆ
る
ド
ー
ム
状

を
呈
す
る
も
の
が
多
数
を
占
め
、
他
に
も
ア
ー
チ
状
や
平

ら
な
天
井
を
持
つ
も
の
も
あ
り
、
六
形
式
が
認
め
ら
れ
る
。

出
土
遺
物
に
は
吉
見
百
穴
か
ら
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ

る
須す

え

き
恵
器
の
高た
か
つ
き坏

・
短た
ん
け
い
こ

頸
壷
・
フ
ラ
ス
コ
形
長ち
ょ
う
け
い
へ
い

頸
瓶
・

平ひ
ら
か瓶

・
提て
い
へ
い瓶

、
直
ち
ょ
く
と
う刀

や
刀と
う
そ
う
ぐ

装
具
、
鉄て
つ
ぞ
く鏃

、
耳じ
か
ん環

（
金
環
・

銀
環
）、
勾ま

が
た
ま玉
、
管く
だ
た
ま玉
、
閉へ
い
そ
く
い
し

塞
石
な
ど
が
あ
る
。

　

横
穴
墓
の
造
営
年
代
は
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
六
世
紀
末

か
ら
造
ら
れ
始
め
、
七
世
紀
後
半
ま
で
の
時
期
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。

　

吉
見
百
穴
の
北
東
約
三
㎞
に
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
造
営

年
代
と
考
え
ら
れ
る
黒く

ろ
い
わ岩
横
穴
墓
群
が
あ
り
、
日
本
考
古

学
史
上
重
要
な
位
置
を
占
め
る
両
横
穴
墓
群
と
な
っ
て
い

る
。

吉見百穴横穴墓群分布図

吉見百穴

埼玉県比企郡吉見町

吉
よしみひゃくあな

見百穴

 弓　明義

（吉見町教育委員会）

横穴墓（玄室内部：２棺座）
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４世紀 ５世紀 ６世紀 ７世紀

？

１号墳

？

老ノ塚・二ッ森

孫目

老ノ塚古墳群

第４号墳

老ノ塚古墳群と二ツ森古墳群の位置

孫目古墳群第１号墳（墳丘と石室）

番号 墳形

1 円墳 直径約25m 高さ約2.6m

2 円墳 直径約20m 高さ約1.2m

3 円墳 直径約30m 高さ約3.0m

4 円墳 直径約28m 高さ約2.8m

5 円墳 直径約23m 高さ約2.3m

6 円墳 全長約16m 高さ約1.0m

7 円墳 全長約22m 高さ約1.2m

8 円墳 ？ ？

9 円墳 ？ ？

10 円墳 直径約20m 高さ約2.0m

11 円墳 ？ ？

12 円墳 ？ ？

規　模

第７号墳
第４号墳

第３号墳

第 10 号墳石室

老ノ塚古墳群規模一覧

�和�

�和��

���学�

���学�

老ノ塚古墳群

二�森古墳群

1

2
3

4

5

6

7

10

孫目古墳群
1

1

2

������

老ノ塚古墳群・二ツ森古墳群・孫目古墳群の位置

ミニ知識　
　老ノ塚古墳群は， 各古墳の墳丘の保存がよく残されて

いることから， 古墳の密集している様子を見学できる遺跡

です。 市内では， 磯崎東古墳群で同じような古墳の密

集を見ることができます。

　老ノ塚古墳群は，ひたちなか市の北部，新川から樹枝状に延びた谷奥の台地上に位置していま

す。古墳群の東側には佐和高校，西側には佐野中学校，南側には佐野小学校があります。古墳は 12 基

を確認していますが，現在残っているのは８基で，第 10 号墳以外は杉林の中に点在しています。古墳

の規模は直径が 16 ～ 30ｍの円墳です。発掘調査を実施していないため古墳の詳細は不明ですが，第

10 号墳では凝灰質泥岩製の横穴式石室の一部が露出しています。また，第６・７号墳では，戦後地元

の中学校の先生が墳丘の一部を発掘し，埴輪が出土したとも伝えられていますが，その埴輪は確認できず，

古墳の表面でも埴輪を確認できません。よって，古墳が築造された時期は７世紀代と考えられます。

　二ツ森古墳群は，老ノ塚古墳群から JR 佐和駅方向に約 700ｍの場所に位置しています。古

墳は円墳２基が確認されていて，北側が第１号墳で，南側が第２号墳です。第１号墳は，直径約 28ｍ，

高さ約 3.2ｍを測り，墳頂部には小さな祠が祀られています。第２号墳は，直径約 27ｍ，高さ約 3.0ｍ

で，墳頂部には二ツ森稲荷神社があります。２つの古墳とも発掘調査を実施していないので詳細は不明

ですが，老ノ塚古墳群と近い場所にあることから，ほぼ同じ時期と推定されます。

　孫目古墳群は，老ノ塚古墳群から北へ約 1.2 ㎞の場所に位置しています。古墳は円墳３基が確

認されています。古墳の規模は，第１号墳が直径約 20ｍ，高さ約 1.5ｍ，第２号墳が直径約 18ｍ，高

さ約 1.0ｍ，第３号墳が直径約 20ｍ，高さ約 1.8ｍを測ります。その内の 1 基が，1998 年度に茨城

県教育財団によって発掘調査されました。墳丘は一部しか残っていませんでしたが，幅約３ｍの周溝が

確認されたことにより，直径 18ｍの規模だとわかりました。埋葬施設は壊されており残存状況はよく

ありませんが，凝灰質泥岩製の切石の横穴式石室を確認しました。古墳に伴う出土遺物もありませんで

した。古墳の時期は，石室や埴輪が出土していない

ことなどから，７世紀前半頃の築造と考えられます。

＊老ノ塚古墳群は私有地内にあるため，道路から見学してください。

＊二ツ森古墳群第２号墳は，自由に見学できます。

＊孫目古墳群は，見学できません。

ひたちなか市の古墳

見学ガイド

＊古墳の場所や市内の古墳の概要については，『埋文だより』第 37 号をご覧下さい。

８ 老ノ塚古墳群・二ツ森古墳群・孫目古墳群
お い の づ か

しんかわ

ふ た つ も り ま ご め

＊参考文献：大塚初重ほか 1982『勝田市埋蔵文化財分布調査報告書　昭和 56 年度版』勝田市教育委員会　　　大塚雅昭 1999『孫目Ａ遺跡・孫目古墳群（第１号墳）』茨城県教育財団文化財調査報告第 157 集　財団法人茨城県教育財団

＊航空写真は国土地理院ウェブサイトより転載し，古墳等を追加しました。
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４世紀 ５世紀 ６世紀 ７世紀

？

１号墳

？

老ノ塚・二ッ森

孫目

老ノ塚古墳群

第４号墳

老ノ塚古墳群と二ツ森古墳群の位置

孫目古墳群第１号墳（墳丘と石室）

番号 墳形

1 円墳 直径約25m 高さ約2.6m

2 円墳 直径約20m 高さ約1.2m

3 円墳 直径約30m 高さ約3.0m

4 円墳 直径約28m 高さ約2.8m

5 円墳 直径約23m 高さ約2.3m

6 円墳 全長約16m 高さ約1.0m

7 円墳 全長約22m 高さ約1.2m

8 円墳 ？ ？

9 円墳 ？ ？

10 円墳 直径約20m 高さ約2.0m

11 円墳 ？ ？

12 円墳 ？ ？

規　模

第７号墳
第４号墳

第３号墳

第 10 号墳石室

老ノ塚古墳群規模一覧

�和�

�和��

���学�

���学�

老ノ塚古墳群

二�森古墳群

1

2
3

4

5

6

7

10

孫目古墳群
1

1

2

������

老ノ塚古墳群・二ツ森古墳群・孫目古墳群の位置

ミニ知識　
　老ノ塚古墳群は， 各古墳の墳丘の保存がよく残されて

いることから， 古墳の密集している様子を見学できる遺跡

です。 市内では， 磯崎東古墳群で同じような古墳の密

集を見ることができます。

　老ノ塚古墳群は，ひたちなか市の北部，新川から樹枝状に延びた谷奥の台地上に位置していま

す。古墳群の東側には佐和高校，西側には佐野中学校，南側には佐野小学校があります。古墳は 12 基

を確認していますが，現在残っているのは８基で，第 10 号墳以外は杉林の中に点在しています。古墳

の規模は直径が 16 ～ 30ｍの円墳です。発掘調査を実施していないため古墳の詳細は不明ですが，第

10 号墳では凝灰質泥岩製の横穴式石室の一部が露出しています。また，第６・７号墳では，戦後地元

の中学校の先生が墳丘の一部を発掘し，埴輪が出土したとも伝えられていますが，その埴輪は確認できず，

古墳の表面でも埴輪を確認できません。よって，古墳が築造された時期は７世紀代と考えられます。

　二ツ森古墳群は，老ノ塚古墳群から JR 佐和駅方向に約 700ｍの場所に位置しています。古

墳は円墳２基が確認されていて，北側が第１号墳で，南側が第２号墳です。第１号墳は，直径約 28ｍ，

高さ約 3.2ｍを測り，墳頂部には小さな祠が祀られています。第２号墳は，直径約 27ｍ，高さ約 3.0ｍ

で，墳頂部には二ツ森稲荷神社があります。２つの古墳とも発掘調査を実施していないので詳細は不明

ですが，老ノ塚古墳群と近い場所にあることから，ほぼ同じ時期と推定されます。

　孫目古墳群は，老ノ塚古墳群から北へ約 1.2 ㎞の場所に位置しています。古墳は円墳３基が確

認されています。古墳の規模は，第１号墳が直径約 20ｍ，高さ約 1.5ｍ，第２号墳が直径約 18ｍ，高

さ約 1.0ｍ，第３号墳が直径約 20ｍ，高さ約 1.8ｍを測ります。その内の 1 基が，1998 年度に茨城

県教育財団によって発掘調査されました。墳丘は一部しか残っていませんでしたが，幅約３ｍの周溝が

確認されたことにより，直径 18ｍの規模だとわかりました。埋葬施設は壊されており残存状況はよく

ありませんが，凝灰質泥岩製の切石の横穴式石室を確認しました。古墳に伴う出土遺物もありませんで

した。古墳の時期は，石室や埴輪が出土していない

ことなどから，７世紀前半頃の築造と考えられます。

＊老ノ塚古墳群は私有地内にあるため，道路から見学してください。

＊二ツ森古墳群第２号墳は，自由に見学できます。

＊孫目古墳群は，見学できません。

ひたちなか市の古墳

見学ガイド

＊古墳の場所や市内の古墳の概要については，『埋文だより』第 37 号をご覧下さい。

８ 老ノ塚古墳群・二ツ森古墳群・孫目古墳群
お い の づ か

しんかわ

ふ た つ も り ま ご め

＊参考文献：大塚初重ほか 1982『勝田市埋蔵文化財分布調査報告書　昭和 56 年度版』勝田市教育委員会　　　大塚雅昭 1999『孫目Ａ遺跡・孫目古墳群（第１号墳）』茨城県教育財団文化財調査報告第 157 集　財団法人茨城県教育財団

＊航空写真は国土地理院ウェブサイトより転載し，古墳等を追加しました。

ぎょうかいしつでいがん
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＊川崎純德氏のプロフィールは，連載第 13 回（『埋文だより』第 41 号）に掲載してあります。

吉田古墳の墳丘測量図と線刻壁画実測図（『日本装飾古墳の研究』より）

川崎 純徳

出会い、別れ、そして夢考古学の旅路
第17回　水戸市の遺跡の調査あれこれ　

　

再
び
伊
東
重
敏
さ
ん
に
つ
い
て　

水
戸
市
は
ほ
と
ん

ど
を
伊
東
重
敏
さ
ん
、
伊
東
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら

は
井
上
義
安
さ
ん
が
調
査
を
継
続
さ
れ
て
い
た
。
伊
東

さ
ん
は
水
戸
市
教
育
委
員
会
に
勤
務
し
文
化
財
保
護
を

担
当
し
て
い
た
。
水
戸
市
は
こ
の
こ
ろ
文
化
財
保
護
に

熱
心
と
は
言
え
ず
、
各
所
で
遺
跡
の
破
壊
が
お
こ
っ
て

い
た
。
そ
の
一
つ
に
姫ひ

め
づ
か塚
古
墳
が
あ
っ
た
。
姫
塚
古
墳

は
愛あ

た
ご
や
ま

宕
山
古
墳
群
を
形
成
し
、
比
較
的
古
い
前
方
後
円

墳
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
一
帯
に
宅
地
造
成
が
計

画
さ
れ
未
調
査
の
ま
ま
に
姫
塚
古
墳
が
破
壊
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

姫
塚
破
壊
の
情
報
を
持
っ
て
伊
東
さ
ん
を
市
役
所
に

訪
れ
る
と
、
彼
は
休
暇
を
取
っ
て
石
岡
の
国こ

く
ぶ
ん
に
じ

分
尼
寺
の

調
査
に
出
か
け
て
不
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
水
戸
市

の
文
化
財
保
護
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
他
の
市
町
村
の

調
査
に
出
か
け
る
と
は
何
事
か
と
伊
東
さ
ん
を
非
難
し

た
。
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
、
伊
東
さ
ん
と
は
没
交
渉
に

な
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
伊
東
さ
ん
が
市
役
所
を
退
職
し
て
遺

跡
発
掘
に
専
念
す
る
と
の
情
報
を
聞
い
た
。
そ
の
後
、

伊
東
さ
ん
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
法
政
大
学
の
通
信
教

育
を
受
け
て
お
り
、
頼
み
が
あ
る
と
言
う
の
で
会
う
事

に
な
っ
た
。「
水
戸
市
近
辺
の
通
信
教
育
学
生
と
定
期
的

に
勉
強
会
を
開
い
て
い
る
。
そ
ろ
そ
ろ
卒
業
論
文
を
書

く
こ
と
に
な
る
の
で
論
文
の
纏ま

と

め
方
を
指
導
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
縁
で
伊
東
さ
ん

と
は
会
う
機
会
が
多
く
な
っ
た
。
一
〇
人
前
後
の
学
生

が
い
た
。
水
戸
市
石
川
町
の
プ
レ
ハ
ブ
の
研
究
所
に
も

お
邪
魔
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

吉
田
古
墳
と
斎
藤
忠
博
士　

水
戸
市
の
調
査
の
思
い

出
は
吉よ

し
だ田

古
墳
で
あ
る
。
斎
藤
忠
先
生
が
講
談
社
か
ら

『
日
本
装
飾
古
墳
の
研
究
』
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
り
、

川
上
博
義
氏
を
介
し
て
吉
田
古
墳
の
測
量
を
依
頼
さ
れ

た
。
二
日
で
測
量
図
、
壁
画
実
測
図
を
作
成
す
る
と
言

う
事
で
会
い
、
相
田
公
平
さ
ん
、
諸
星
政
得
さ
ん
ら
と

仕
事
を
し
た
。
測
量
の
結
果
、
方
墳
説
を
提
示
し
た
。

方
墳
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
の
は
伊
東
さ
ん
で
あ
っ

た
。
伊
東
さ
ん
は
方
墳
説
を
覆
す
た
め
に
発
掘
調
査
を

行
っ
た
。
調
査
に
つ
い
て
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
終
了
後
に
伊
東
さ
ん
か
ら
「
方
墳
で
間
違
い
な
し
」

の
報
告
を
受
け
た
。

　

高
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
支
援　

一
九
八
〇
年
代
は
高
等

学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
活
発
で
あ
っ
た
。
主
と
し
て
文

化
祭
な
ど
で
の
考
古
資
料
の
展
示
が
多
か
っ
た
。
特
に

水
戸
二
高
、
大
成
女
子
高
、
茨
城
高
校
、
常
北
高
校
等

で
活
発
で
あ
っ
た
、
要
請
が
あ
れ
ば
学
校
や
現
地
に
出

か
け
た
。
こ
の
中
で
進
藤
敏
一
先
生
が
顧
問
を
務
め
て

お
ら
れ
た
茨
城
高
校
史
学
部
の
要
請
を
受
け
て
水
戸
市

塙は
な
わ
ひ
が
し東

遺
跡
、
馬ば

ば場
尻じ
り

遺
跡
の
調
査
に
協
力
し
た
。
ま
た

植
田
泰
史
先
生
が
顧
問
の
常
北
高
校
で
は
那
珂
町
木き

の
倉く
ら

遺
跡
等
の
調
査
が
行
わ
れ
、
筆
者
も
お
手
伝
い
に

参
上
し
た
り
し
た
。
水
戸
二
高
に
は
史
学
部
顧
問
に
秋

山
高
志
先
生
が
お
ら
れ
た
。
先
生
は
近
世
史
が
専
門
で

あ
っ
た
が
文
化
祭
に
考
古
資
料
展
を
開
く
と
言
う
の
で

展
示
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
指
導
に
出
か
け
た
。
塙
東

遺
跡
の
調
査
、
整
理
作
業
に
は
茨
高
Ｏ
Ｂ
の
金
子
進
さ

ん
や
宮
内
良
隆
さ
ん
ら
も
参
加
し
て
い
た
。
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遺跡めぐり

常
陸
国
分
寺
と
そ
の
瓦
窯
を
歩
く

　　

二
〇
一
六
年
度
の
ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化
財
調
査

セ
ン
タ
ー
の
遺
跡
め
ぐ
り
は
、
五
月
一
九
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
遺
跡
め
ぐ
り
当
日
は
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
午

前
中
は
古
代
常
陸
国
の
中
心
地
で
あ
る
石
岡
市
の
常
陸

国
衙
跡
、
常
陸
国
分
寺
跡
、
常
陸
国
分
尼
寺
跡
を
訪
れ
、

午
後
は
そ
れ
ら
の
瓦
を
生
産
し
て
い
た
国
内
最
大
級
の

瓦
窯
で
あ
る
石
岡
市
瓦
塚
窯
跡
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

常ひ
た
ち
こ
く
が
あ
と

陸
国
衙
跡
は
、現
在
の
石
岡
小
学
校
に
な
り
ま
す
。

平
成
一
三
年
か
ら
一
九
年
に
、
石
岡
市
教
育
委
員
会
が

実
施
し
た
確
認
調
査
に
よ
っ
て
、
八
世
紀
か
ら
一
〇
世

紀
に
お
よ
ぶ
国こ
く
ち
ょ
う庁
の
姿
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

遺
跡
め
ぐ
り
一
行
は
、
い
ま
も
運
動
場
の
下
に
残
る
当

時
の
大
建
築
を
想
像
し
な
が
ら
、
小
学
校
脇
の
資
料
館

の
展
示
も
見
学
し
ま
し
た
。

　

常ひ
た
ち
こ
く
ぶ
ん
じ
あ
と

陸
国
分
寺
跡
は
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
金こ
ん
ど
う堂
・
講こ
う
ど
う堂
・
鐘し
ょ
う
ろ
う楼
（
も
し
く
は
経き
ょ
う
ぞ
う蔵
）・
回か
い
ろ
う廊

な
ど
の
位
置
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
国
分
寺
の
象
徴

で
あ
っ
た
七
重
塔
の
場
所
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
金
堂
・
講
堂
跡
に
残
る
礎そ
せ
き石

を
な
が
め
な
が

ら
当
時
の
姿
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　

常ひ
た
ち
こ
く
ぶ
ん
に
じ
あ
と

陸
国
分
尼
寺
跡
は
、
中ち
ゅ
う
も
ん門
・
金
堂
・
講
堂
の
基き
だ
ん壇

が
礎
石
と
と
も
に
残
り
、
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。整
備
さ
れ
た
公
園
の
な
か
を
歩
き
な
が
ら
、

伽が
ら
ん藍
の
規
模
を
体
感
し
ま
し
た
。
一
行
の
耳
に
尼
僧
の

読
経
の
声
は
届
い
た
で
し
ょ
う
か
。

　

瓦か
わ
ら
づ
か
よ
う
せ
き

塚
窯
跡
は
、
常
陸
国
府
か
ら
離

れ
た
旧
八
郷
町
域
に
あ
り
ま
す
。
平

成
一
九
年
か
ら
二
五
年
の
調
査
に
よ

り
、
三
四
基
の
瓦が
よ
う窯

が
確
認
さ
れ
た

日
本
最
大
級
の
瓦
窯
跡
で
す
。
遺
跡

は
雑
木
林
と
な
る
山
の
斜
面
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
一
行
は
細
い
道
を

踏
み
し
め
な
が
ら
、
そ
の
下
に
眠
る

古
代
の
窯
跡
に
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
い

た
よ
う
で
す
。
現
地
に
は
か
つ
て

調
査
し
た
古
代
窯
跡
が
残
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
な
か
を
眺
め
た
り
写
真
を

撮
っ
た
り
と
、
楽
し
い
ひ
と
時
が
過

ぎ
て
い
き
ま
し
た
。　
（
佐
々
木
義
則
）

上：常陸国衙跡　下：瓦塚瓦窯跡

歴
史
の
小
窓
　
そ
の
一
七

　

古
代
の
人
々
は
米

を
蒸
し
て
食
べ
て
い

ま
し
た
。『
奈
良
朝

食
生
活
の
研
究
』
に

は
、
一
般
的
に
は
木

製
の
甑
（
こ
し
き
）

土
器
で
米
を
蒸
す

が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。
で
も
木
製
甑

は
ほ
と
ん
ど
出
土
し
な
い
の
で
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
。
集
落
遺
跡
を
発
掘
す
る
と
、
土
師
器
や
須
恵

器
の
甑
が
出
土
し
ま
す
。
常
陸
国
那
賀
郡
で
は
、

木
葉
下
窯
で
焼
い
た
須
恵
器
甑
が
、
九
世
紀
半
ば

頃
に
多
く
出
土
し
ま
す
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
九
世

紀
前
半
に
焼
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な

ぜ
、
そ
の
時
期
に
大
量
に
焼
か
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
九
世
紀
に
入
る
と
須
恵
器
生
産
は
経
済
性
を

重
視
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
ら
、
須
恵
器
甑
の

価
格
が
下
が
り
、
比
較
的
丈
夫
な
須
恵
器
甑
が

人
々
に
好
ま
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
家
が
増
加
し
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
須
恵
器
生
産
は
一
〇
世

紀
初
め
で
終
わ
る
の
で
、
ま
た
木
製
甑
が
主
流
と

な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。　
　
　
（
佐
々
木
義
則
）

参
考
文
献　

関
根
真
隆
一
九
六
九
『
奈
良
朝
食
生
活
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
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図1 山之上遺跡群の位置

図 表裏面の凹穴２

面の凹穴A B面の凹穴

14

接
合
す
る
。
一

方
の
端
部
は
欠

損
し
て
お
り
、

単
頭
形
で
あ
る

の
か
両
頭
形
に

な
る
の
か
は
確

定
で
き
な
い
。

こ
の
破
断
面
に

調
整
さ
れ
た
よ

う
な
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
接
合
し
た
現
状
で
の
長

さ
は
一
六
〇
㎝
、
幅
一
八
㎝
、
厚
さ
一
六
㎝
を
測
る
（
図

三
）
。
重
さ
は
七
七
・
七
㎏
で
あ
っ
た
。
石
材
は
、「
緑

泥
片
岩
」
と
呼
び
慣
わ
さ
れ
て
い
る
三さ
ん

波ば

川が
わ

変
成
帯
の

緑
色
片
岩
。
図
示
し
た
裏
面
に
は
、
分
割
部
分
の
特
に

頭
部
方
向
に
、片
理
に
沿
う
胴
部
の
剥
落
が
見
ら
れ
る
。

剥
離
・
敲
打
・
研
磨
な
ど
の
製
作
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
残

さ
れ
て
お
ら
ず
、
風
化
に
よ
る
の
か
、
表
面
の
細
か
な

凹
凸
は
「
梨
肌
」
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

　
大
型
石
棒
の
胴
部
に
は
、
表
裏
面
に
凹
穴
が
形
成
さ

れ
て
い
る
（
図
二
）
。
頭
部
の
先
端
か
ら
は
、Ａ
面
（
表
面
）

が
九
〇
㎝
余
の
位
置
、
Ｂ
面
（
裏
面
）
が
一
二
〇
㎝
の

位
置
に
あ
り
、
表
裏
で
対
称
的
に
配
置
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
。
Ａ
面
の
二
つ
は
幅
中
央
に
あ
る
凹
穴
の
方
が

深
く
、
Ｂ
面
の
一
つ
と
と
も
に
、
断
面
は
擂
鉢
状
を
呈

す
る
。

　
接
合
す
る
二
つ
の
破
片
は
分
割
部
を
境
に
し
て
色
調

が
明
瞭
に
異
な
る
。
頭
部
の
破
片
に
比
べ
て
、
胴
部
の

み
の
破
片
は
全
体
的
に
黒
ず
ん
で
い
る（『
ひ
た
ち
な
か
埋

文
だ
よ
り
』
第
四
四
号
に
掲
載
し
た
石
棒
全
体
の
カ
ラ
ー
写
真

企画展解説補遺①

　
１
　
山
之
上
遺
跡
群

　
山や

ま
の
う
え

之
上
遺
跡
群
と
は
、
茨
城
県
鹿
嶋
市
山
之
上
に
あ

る
坂
戸
、
孫
田
、
西
畑
の
三
遺
跡
と
、
山
之
上
、
山
之

上
Ａ
、
山
之
上
Ｂ
の
三
貝
塚
の
総
称
で
あ
り
、
縄
文
時

代
中
・
後
期
の
貝
塚
を
伴
う
集
落
跡
が
推
定
さ
れ
る
範

囲
で
あ
る
（
図
一
）
。
こ
の
遺
跡
群
は
、
太
平
洋
と
北
浦

に
挟
ま
れ
た
鹿
島
台
地
に
あ
り
、
北
浦
に
向
っ
て
解
析

さ
れ
た
半
島
状
の
部
分
に
位
置
す
る
。
三
つ
の
貝
塚
は

い
ず
れ
も
台
地
の
斜
面
に
形
成
さ
れ
て
い
た
。
採
集
さ

れ
た
土
器
に
は
、
中
期
後
葉
か
ら
後
期
前
葉
の
時
期
の

破
片
が
多
い
。

　
遺
跡
群
の
中
に
建
立
さ
れ
た
氏
神
社
に
大
型
石
棒
が

祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、一
九
七
二
年
の
『
鹿
島
町
史
』

第
一
巻
が
記
載
し
て
い
る
（
海
老
原
ほ
か
一
九
七
二
）
。

一
九
九
九
年
に
現
地
を
訪
れ
た
際
に
も
、
と
も
に
五
〇

㎝
を
超
え
る
二
つ
の
破
片
が
、
社
の
両
側
に
分
け
て
置

か
れ
て
い
た
。
社
内
で
な
く
傍
ら
に
む
き
出
し
の
状
態

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
全
の
た
め
、
広
く
公
表
す
る

こ
と
は
躊
躇
わ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
六
年
に
開
催
し

た
企
画
展
「
日
立
変
成
岩
の
石
剣
」
へ
の
借
用
と
、
こ

れ
を
機
に
引
き
続
き
鹿
嶋
市
教
育
委
員
会
が
展
示
と
保

管
に
あ
た
る
と
い
う
段
取
り
が
整
え
ら
れ
た
。
本
稿
で

は
、
そ
の
所
在
と
と
も
に
大
型
石
棒
の
観
察
所
見
に
つ

い
て
報
告
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
氏
神
社
は
坂
戸
遺

跡
と
し
て
区
分
さ
れ
た
範
囲
内
に
位
置
す
る
が
、
発
見

か
ら
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
の
で
、
山
之
上
遺

跡
群
と
い
う
括
り
で
記
載
し
て
い
る
。

　
２
　
山
之
上
遺
跡
群
の
大
型
石
棒

　
山
之
上
遺
跡
群
の
大
型
石
棒
は
、
二
つ
の
大
破
片
が

（茨城県鹿嶋市山之上遺跡群出土　個人蔵）

ヘ ソ の あ る 大 型 石 棒 

鈴木　素行

▼
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図３ 山之上遺跡群の大型石棒

Ａ Ｂ

　

図４に掲載した大型石棒の報告書　斉藤弘道 1987『竜ヶ崎ニュータウン内埋蔵文化財調査報告書 16　南三島遺跡３・4 区』茨城県教育財団文化財調査報告第 44 集　財団法人
茨城県教育財団，鈴木素行ほか 1986『古河市史　資料　原始・古代編』古河市，渡辺務 1990『横浜市緑区松風台遺跡』日本窯業史研究所報告第 38 冊　日本窯業史研究所
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る
。
後
期
初
頭
「
称
名
寺
式
」
の
第
四
七
号
住
居
跡
か

ら
出
土
し
た
大
型
石
棒
（
図
四
の
２
）
に
凹
穴
が
形
成

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
大
型
石
棒
は
単
頭
形
で
あ
り
、
長

さ
五
九･

八
㎝
、
重
さ
八
・
九
三
㎏
、
石
材
が
「
角
閃

片
岩
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
斉
藤
一
九
八
七
）
。
凹
穴

は
一
箇
所
の
み
で
、
長
軸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
。

「
頭
部
か
ら
体
部
上
半
に
か
け
て
黒
色
の
変
色
部
分
」

が
観
察
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
住
居
跡
に
残
さ
れ
た

火
事
の
痕
跡
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
中な

か

だ田
新し
ん
で
ん田
遺
跡
　
遺
跡
は
茨
城
県
古
河
市
に
所
在
す

る
。
遺
構
外
か
ら
出
土
し
た

大
型
石
棒
（
図
四
の
３
）
に

凹
穴
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

遺
跡
に
は
「
後
期
の
堀
之
内

Ⅰ
期
か
ら
晩
期
の
安
行
Ⅲ d
期

ま
で
」
の
遺
物
が
出
土
し
て

い
る
。
こ
の
大
型
石
棒
は
、

長
さ
五
一
㎝
ほ
ど
の
単
頭
形

で
あ
り
、
重
さ
四
・
九
㎏
、

石
材
が
「
緑
色
片
岩
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
（
鈴
木
ほ
か

一
九
八
六
）
。
凹
穴
は
一
箇
所

の
み
で
、
長
軸
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
。
こ
の
面
を
中

心
に
黒
色
の
変
色
が
観
察
さ

れ
、
そ
れ
は
凹
穴
の
内
部
に

も
及
ぶ
。

　
他
に
も
、
胴
部
中
央
に
凹

穴
が
位
置
す
る
よ
う
に
見
え

を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
こ
の
胴
部
の
黒
ず
み
は
、
破
片
が

接
合
し
た
破
断
面
に
も
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
胴
部
の

表
裏
に
形
成
さ
れ
た
凹
穴
の
内
部
に
も
認
め
ら
れ
た
。

　
３
　
大
型
石
棒
の
凹
穴
と
変
色

　
山
之
上
遺
跡
群
の
大
型
石
棒
に
指
摘
し
た
凹
穴
と
変

色
に
つ
い
て
は
、
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
他
遺
跡
の
大

型
石
棒
に
も
観
察
さ
れ
て
い
る
。

　
松ま
つ
か
ぜ
だ
い

風
台
遺
跡
　
遺
跡
は
神
奈
川
県
横
浜
市
に
所
在
す

る
。
後
期
初
頭
「
称
名
寺
式
」
の
柄
鏡
形
敷
石
住
居

跡
JT-

３
か
ら
出
土
し
た
大
型
石
棒
の
一
つ
（
図
四
の

１
）
に
凹
穴
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
大
型
石
棒
は

単
頭
形
で
あ
り
、
長
さ
六
四
㎝
、
重
さ
一
一･

三
㎏
、

石
材
が
「
結
晶
片
岩
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
渡
辺

一
九
九
〇
）
。
凹
穴
は
長
軸
中
央
や
や
上
寄
り
に
位
置
し
、

穴
の
断
面
は
擂
鉢
形
を
呈
す
る
。
裏
面
は
剥
落
し
て
い

て
、
凹
穴
の
形
成
が
片
面
と
は
確
定
で
き
な
い
。
剥
落

は
火
撥
ね
に
よ
る
も
の
で
、
住
居
跡
に
残
さ
れ
た
火
事

の
痕
跡
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
面
に
は
色
調

の
明
瞭
に
異
な
る
破
片
が
接
合
し
て
い
る
。

　
南み
な
み
み
し
ま

三
島
遺
跡
　
遺
跡
は
茨
城
県
龍
ヶ
崎
市
に
所
在
す



図４ 胴部中央に凹穴のある大型石棒　（１.松風台遺跡JT-3　２.南三島遺跡3区47住　３.中田新田遺跡）

0 40㎝
(縮尺1/8）　1

2

3

（金楠台遺跡１住周辺）

図５ 凹穴のある大型石棒の破片

0 10㎝
（縮尺1/4）

＊「ヘソのある大型石棒」には，以下の個人及び機関にご協力をいただきました。飯島一生・糸川　崇・石橋美和子・折原　繁・立石尚之，鹿嶋市
教育委員会・古河歴史博物館（中田新田遺跡石棒）・房総のむら（金楠台遺跡石棒）・横浜市ふるさと歴史財団（松風台遺跡石棒）　（50 音順・敬称略）
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千
葉
県
松
戸

市
金か
な
く
す
だ
い

楠
台
遺
跡

の
第
一
号
住
居

址
は
後
期
初
頭

「
称
名
寺
式
」

で
柄
鏡
形
と
推

定
さ
れ
る
。
こ

の
周
辺
か
ら
出

土
し
た
大
型
石

棒
の
破
片
に

は
、
長
軸
方
向

の
溝
中
に
凹
穴

が
形
成
さ
れ
て
い
た
（
図
五
）。
石
材
は
「
大
山
石
」。

こ
の
よ
う
な
溝
状
の
彫
刻
は
、
福
島
県
川
内
村
重
石
平

遺
跡
（
根
本
一
九
五
七
）
の
他
、
よ
り
北
方
面
の
東
北

地
方
に
分
布
す
る
。
金
楠
台
遺
跡
の
事
例
か
ら
は
、
東

北
地
方
と
の
脈
絡
、
溝
状
か
ら
凹
穴
へ
の
変
遷
が
推
定

さ
れ
、
象
徴
性
の
継
承
が
窺
え
よ
う
。
そ
の
凹
穴
が
象

徴
す
る
も
の
は
、
実
際
に
は
「
ヘ
ソ
」
で
な
く
、
臍
下

の
女
性
で
あ
る
。

参
考
文
献
　
海
老
原
幸
ほ
か
一
九
七
二
『
鹿
島
町
史
』
第
一
巻
／
鈴
木
素
行

二
〇
〇
七
「
石
棒
」『
縄
文
時
代
の
考
古
学
』
第
一
一
巻
／
鈴
木
素
行
二
〇
一
二
「
大

形
石
棒
が
埋
ま
る
ま
で
―
事
例
研
究
に
よ
る
「
石
棒
」(

鈴
木
二
〇
〇
七)

の
改
訂

―
」『
縄
文
人
の
石
神
』
／
根
本
忠
孝
一
九
五
七
「「
重
石
平
」
縄
文
式
遺
跡
と
発

見
の
石
棒
に
つ
い
て
」『
磐
城
考
古
』
第
六
号

追
記
　
國
學
院
大
學
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
大
場
磐
雄
博
士
写
真
資
料
」
に
、

「（
昭
和
一
八
年
）
八
月
一
三
日
」
に
撮
影
さ
れ
「
沼
尾
五
作
氏
と
石
棒
」
と
い
う

メ
モ
が
残
さ
れ
た
山
之
上
遺
跡
群
の
大
型
石
棒
の
写
真
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

る
大
型
石
棒
は
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
三

点
を
確
実
な
事
例
と
捉
え
て
お
き
た
い
。

　
三
つ
の
事
例
に
共
通
す
る
の
は
、
単
頭
形
で
あ
り
、

凹
穴
が
長
軸
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
確
実
な
二
つ

の
事
例
は
そ
れ
が
片
面
に
限
ら
れ
る
こ
と
。
中
田
新
田

遺
跡
の
事
例
で
は
、
変
色
と
い
う
焼
痕
と
の
前
後
関
係

か
ら
、
大
型
石
棒
の
「
燃
焼
」
以
前
に
凹
穴
が
形
成
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
４
　
山
之
上
遺
跡
群
の
二
つ
の
凹
穴
と
変
色

　
山
之
上
遺
跡
群
の
大
型
石
棒
に
は
表
裏
の
両
面
に
凹

穴
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。他
の
事
例
を
基
準
に
す
る
と
、

次
の
よ
う
な
経
過
が
想
定
さ
れ
て
く
る
。

　
山
之
上
遺
跡
群
の
大
型
石
棒
は
両
頭
形
で
あ
り
、
そ

の
状
態
で
長
軸
の
ほ
ぼ
中
央
に
Ａ
面
の
凹
穴
が
形
成
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
二
つ
の
破
片
に
割
れ
た
が
、
一
〇
〇

㎝
を
超
え
る
一
方
が
単
頭
形
の
大
型
石
棒
と
し
て
再
利

用
さ
れ
た
。
こ
の
状
態
で
の
長
軸
の
ほ
ぼ
中
央
に
Ｂ
面

の
凹
穴
が
形
成
さ
れ
た
。
最
終
的
な
「
燃
焼
」
に
伴
い
、

再
利
用
の
大
型
石
棒
に
の
み
、
破
断
面
に
及
ぶ
明
瞭
な

変
色
が
生
じ
た
。

　
山
之
上
遺
跡
群
の
大
型
石
棒
を
含
め
凹
穴
が
形
成
さ

れ
た
四
つ
の
事
例
は
、
全
て
三
波
川
変
成
帯
の
石
材
で

製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
凹
穴
が
製
作
地
で
彫
刻

さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
山
之
上
遺

跡
群
の
大
型
石
棒
へ
の
想
定
は
、
消
費
地
に
お
い
て
祭

儀
に
伴
い
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え

さ
せ
る
。
そ
の
規
則
性
や
行
為
の
前
後
関
係
を
検
討
す

る
事
例
の
抽
出
の
た
め
に
、
こ
の
凹
穴
を
大
型
石
棒
の

「
ヘ
ソ
」
と
呼
ん
で
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。
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図２ 若森遺跡の大型石棒

0 40㎝
（縮尺1/16）　

0 20㎝
（縮尺1/8）

2 1
2 1
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日
本
大
震
災
で
同
館
が
被
災
し
た
こ
と
も
あ
り
、
藤
田

の
遺
族
か
ら
桜
川
市
教
育
委
員
会
へ
と
寄
贈
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
２
　
若
森
遺
跡
の
大
型
石
棒

　
図
二
の
１
が
中
村
盛
吉
の
所
蔵
、
２
が
藤
田
清
の
所

蔵
し
た
大
型
石
棒
で
あ
る
。
１
は
全
く
の
無
傷
で
あ
る

が
、
２
は
二
つ
の
破
片
が
接
合
さ
れ
て
い
る
。
原
報
告

に
は
、破
片
に
分
割
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
載
は
な
く
、

破
断
面
が
新
し
い
こ
と
か
ら
も
、
後
に
生
じ
た
破
損
な

の
で
あ
ろ
う
。
と
も
に
単
頭
形
で
あ
り
、
１
は
長
さ

　
１
　
若
森
遺
跡

　
遺
跡
は
、
茨
城
県
つ
く

ば
市
若
森
に
所
在
す
る

が
、
若わ

か
も
り森

遺
跡
と
い
う
名

称
の
遺
跡
は
な
い
。
大
型

石
棒
が
掘
り
出
さ
れ
た
地

点
を
現
地
で
聞
き
取
り
調
査
し
て
み
る
と
、
遺
跡
の
空

白
部
に
相
当
し
て
い
た
（
図
一
）
。
離
れ
た
周
辺
部
を
遺

跡
が
取
り
囲
む
の
は
、
宅
地
が
遺
跡
か
ら
除
外
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
と
見
ら
れ
、
む
し
ろ
地
形
か
ら
は
、
縄
文

時
代
の
遺
跡
が
宅
地
の
範
囲
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
出
土
地
を
若
森
遺

跡
と
し
た
所
以
で
あ
る
。
茨
城
県
教
育
財
団
が
調
査
し

た
大
曽
根
松
原
遺
跡
及
び
若
森
南
谷
津
遺
跡
の
範
囲
に

は
、
主
に
縄
文
時
代
中
期
後
葉
か
ら
後
期
前
葉
の
土
器

の
破
片
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
鈴
木
一
九
九
〇
）
。
大
型

石
棒
に
つ
い
て
は
、「
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
縄
文
中

期
加
曽
利
Ｅ
式
土
器
片
と
共
に
発
見
出
土
し
た
完
全
形

大
石
棒
　
南
方
に
頭
部
を
並
べ
て
二
個
が
正
し
く
併マ
マ

行

し
て
地
下
七
十
セ
ン
チ
の
処
に
埋
没
し
て
お
っ
た
」（
中

村
・
藤
田
一
九
五
三
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
二
点
の
大

型
石
棒
は
、
こ
れ
ら
を
掘
り
出
し
た
旧
蔵
者
か
ら
中
村

盛
吉
が
「
一
個
一
千
円
」
で
譲
り
受
け
、
そ
の
う
ち
一

点
を
藤
田
清
に
分
譲
し
二
人
で
所
蔵
し
て
い
た
と
い
う

（
中
村
・
藤
田
一
九
七
二
）
。
一
九
七
九
年
の『
茨
城
県
史
料
』

に
は
、
中
村
が
所
蔵
す
る
一
点
が
実
測
図
で
掲
載
さ
れ

た
。
中
村
の
死
後
は
、藤
田
の
私
設
資
料
館
「
汲
古
館
」

に
二
点
と
も
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
一
年
の
東

0 500m
（縮尺1/25,000）

009若森谷津遺跡 014大曽根松原古

墳群 301若森南谷津遺跡 304大曽

根吾妻東遺跡 305大曽根松原遺跡

図1 若森遺跡の位置
（『茨城県遺跡地図』2001に加筆）

石棒

企画展解説補遺②

（茨城県つくば市若森遺跡出土　桜川市教育委員会所蔵）

並べて埋められた大型石棒 

鈴木　素行

▼



写真右から石棒

1・2・4・3

（国立市教育委員
　会提供）

個体１

個体３0 20cm（縮尺1/16）

図３ 緑川東遺跡敷石遺構ＳＶ１の大型石棒

＊「並べて埋められた大型石棒」には，以下の個人及び機関にご協力をいただきました。飯島一生（こたろう）・河津美穂子・木下裕雄・越田真太郎・
佐々木克典・真木優輔，青梅市郷土博物館・くにたち郷土文化館・桜川市教育委員会・八王子市郷土資料館　（50 音順・敬称略）
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よ
る
複
数
の
大
型
石
棒
が
出
土
し
た
事
例
に
は
、
神
奈
川

県
松ま
つ
か
ぜ
だ
い

風
台
遺
跡
JT-

３
が
あ
る
。

　
東
群
は
、
頭
部
形
状
が
一
段
笠
形
の
石
棒
３
と
二
段

笠
形
の
石
棒
４
の
組
合
せ
で
あ
り
、
若
森
遺
跡
に
共
通

す
る
。
西
群
の
石
棒
１
・
２
は
と
も
に
二
段
笠
形
の
頭

部
形
状
を
も
ち
緑
色
を
帯
び
た
石
材
で
製
作
さ
れ
て
い

る
。
若
森
遺
跡
の
二
点
の
大
型
石
棒
に
は
、
部
分
的

な
変
色
か
ら
、
横
倒
し
の
状
態
で
の
「
燃
焼
」（
鈴
木

二
〇
〇
七
）
が
推
定
さ
れ
た
。
緑
川
東
遺
跡
の
四
点
に

つ
い
て
は
明
瞭
な
変
色
を
認
め
難
い
が
、
石
棒
３
に
観

察
さ
れ
た
黒
色
の
付
着
物
と
赤
変
に
つ
い
て
は
、「
燃

焼
」
に
よ
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、

こ
の
石
棒
３
の
石
材
に
つ
い
て
は
石
英
を
含
み
「
大
山

石
」（
鈴
木
二
〇
〇
七
）
で
は
な
い
か
と
見
て
い
る
。

　
四
点
の
大
型
石
棒
が
完
形
の
状
態
の
ま
ま
同
一
遺
構

内
か
ら
出
土
す
る
こ
と
は
稀
有
な
事
例
で
あ
り
、
想
像

力
を
掻
き
立
て
る
光
景
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
現
象

の
解
明
は
、
事
例
ご
と
の
観
察
と
、
事
例
ど
う
し
の
比

較
か
ら
導
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

八
二
㎝
、
胴
部
直
径
一
一
㎝
、
重
さ
一
四･

七
㎏
、
２

は
長
さ
八
二
㎝
、
胴
部
直
径
一
〇
㎝
、
重
さ
一
三･

三

㎏
。
長
さ
は
同
じ
で
も
、
２
の
胴
部
が
や
や
細
く
、
そ

の
分
軽
量
で
あ
る
。
頭
部
の
形
状
が
、
１
は
一
段
で
半

球
状
の
笠
形
、
２
は
二
段
の
笠
形
で
異
な
る
。
と
も
に

全
面
が
研
磨
さ
れ
て
い
て
、
研
磨
以
前
の
製
作
痕
跡
は

ほ
と
ん
ど
観
察
さ
れ
な
い
。
１
に
は
赤
化
と
黒
化
、
２

に
は
黒
化
し
た
面
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
被

熱
に
よ
る
変
色
と
考
え
ら
れ
る
。
石
材
は
、
一
見
「
大

山
石
」
に
似
る
が
、
石
英
の
斑
晶
を
含
ま
ず
、
と
も
に

凝
灰
岩
で
あ
る
。

　
な
お
、「
加
曽
利
Ｅ
式
土
器
と
共
に
」
と
い
う
土
器

は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、一
九
六
〇
年
に
「
称
名
寺
式
」

が
設
定
さ
れ
る
以
前
の
報
告
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
記
載

の
型
式
に
相
当
す
る
土
器
な
の
か
確
実
で
は
な
い
。

　
３
　
並
ん
で
出
土
し
た
大
型
石
棒
の
事
例

　
複
数
の
大
型
石
棒
が
並
ん
で
出
土
し
た
事
例
と
し
て

は
、
現
在
の
青
梅
市
Ｔ-

52
遺
跡
に
相
当
す
る
「
調
布

村
千
ヶ
瀬
」（
松
村
一
九
一
三
）
、八
王
子
市
北き

た

の野
遺
跡
（
後

藤
一
九
四
七
）
が
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
て
、
と
も
に

石
棒
の
数
は
二
点
で
あ
っ
た
。
若
森
遺
跡
も
二
点
が
並

ぶ
事
例
を
追
加
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
、
出
土
状
況
が
詳
ら
か
で
な
い
。

　
二
〇
一
二
年
に
国
立
市
緑
み
ど
り
か
わ
ひ
が
し

川
東
遺
跡
で
調
査
さ
れ
た

敷
石
遺
構
Ｓ
Ｖ
１
は
、
四
点
の
大
型
石
棒
が
並
ん
で
出

土
し
た
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
た
。
二
〇
一
四
年
に
は

詳
細
な
観
察
と
分
析
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
和
田
ほ
か

二
〇
一
四
）
。
こ
の
遺
構
は
、敷
石
住
居
跡
の
一
部
で
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
、
遺
構
の
廃
絶
後
に
、
敷
石
の
一
部
を

抜
去
し
て
浅
く
掘
り
込
み
、
石
棒
を
並
置
し
て
埋
め
戻

し
た
こ
と
を
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
埋

没
」（
鈴
木
二
〇
〇
七
）
の
事
例
に
相
当
す
る
。
四
点
の

石
棒
は
、
埋
置
さ
れ
た
方
向
と
距
離
か
ら
、
二
点
ず
つ

の
二
群
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
石
棒
１
・
２
の
西

群
と
、
石
棒
３
・
４
の
東
群
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
若
森

遺
跡
な
ど
に
見
ら
れ
た
二
点
を
「
埋
没
」
の
単
位
と
仮

定
し
て
み
る
と
、
個
体
１
と
さ
れ
た
「
中
期
末
の
様
相

を
と
ど
め
る
「
北
白
川
Ｃ
式
４
段
階
」」
の
土
器
片
が

東
群
の
石
棒
４
に
被
さ
る
よ
う
に
出
土
し
、
個
体
３
と

さ
れ
た
「
後
期
初
頭
「
加
曽
利
Ｅ
Ⅴ
式
」」
の
土
器
片

が
西
群
の
石
棒
２
に
被
さ
る
よ
う
に
出
土
し
て
い
る
こ

と
は
、こ
れ
を
支
持
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、

東
群
が
旧
く
西
群
が
新
し
い
。
同
一
遺
構
か
ら
新
旧
に

参
考
文
献
　
後
藤
守
一
一
九
四
七
『
私
た
ち
の
考
古
学
　
先
史
時
代
編
』
八
重
山
書
店

／
鈴
木
美
治
一
九
九
〇
『
主
要
地
方
道
大
穂
千
代
田
線
道
路
改
良
工
事
地
内
埋
蔵
文
化
財

調
査
報
告
書
　
松
原
古
墳
群
・
松
原
遺
跡
・
南
谷
津
遺
跡
』
茨
城
県
教
育
財
団
／
西
宮
一

男
一
九
八
九
「
原
始
・
古
代
」『
大
穂
町
史
』
つ
く
ば
市
大
穂
地
区
教
育
事
務
所
／
藤
田
清・

中
村
盛
吉
一
九
五
三『
桜
川
文
化
』３
／
藤
田
清
・
中
村
盛
吉
一
九
七
二『
常
総
古
文
化
研
究
』

（
私
家
版
）
／
松
村
瞭
一
九
一
三
「
坪
井
先
生
最
後
の
遺
跡
調
査
」『
人
類
学
雑
誌
』28-11

／
和
田
哲
ほ
か
二
〇
一
四
『
緑
川
東
遺
跡
―
第
二
七
地
点
―
　
介
護
老
人
保
健
施
設
国
立

あ
お
や
ぎ
苑
増
築
工
事
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』
国
立
あ
お
や
ぎ
会
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ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ

　

四
月
に
な
る
と
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
昼
休
み
の
お
散
歩
が
は

じ
ま
り
ま
す
。
こ
の
「
花
だ
よ
り
」
で
紹
介
し
て
い
る
花
は
、
そ
ん

な
散
歩
の
時
間
に
出
会
っ
た
花
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
今
回
ご
紹
介

す
る
花
の
「
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
（
一
人
静
）
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
は
セ
ン
リ
ョ
ウ
科
チ
ャ
ラ
ン
属
の
植
物
で
、
高
さ

が
一
○
～
三
○
㎝
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
全
国
各
地
の
山
林
に
生
育

し
ま
す
。
花
は
ブ
ラ
シ
状
に
小
さ
な
白
い
花
が
咲
き
ま
す
。
そ
の
可

憐
な
姿
か
ら
、
「
静
御
前
」
に
た
と
え
ら
れ
、
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
の
名

前
が
付
い
た
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
日
の
昼
間

は
、
虎
塚
古
墳

を
訪
れ
る
人
も

少
な
く
、
鳥
の

声
だ
け
が
森
に

こ
だ
ま
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な

中
で
、
た
く
さ

ん
の
花
を
一
人

3

3

静
か
3

3

に
愛
で
る

の
は
、
贅
沢
な

時
間
で
す
。　

　

（
稲
田
健
一
）

2016前期

2015.4.22

4
月

1
-
3

虎
塚
古
墳
一
般
公
開
／7
明
治
大

学
友
の
会
見
学
／7

-
1
0

虎
塚
古
墳
一

般
公
開
／8

川
口
武
彦
氏
よ
り
資
料
寄

贈
【
那
珂
湊
反
射
炉
耐
火
煉
瓦
ほ
か
】
／1

2

水
戸

市
稲
荷
第
一
小
学
校
へ
資
料
貸
出
【
井
上

資
料
縄
文
土
器
ほ
か
】
／1

2

堀
口
遺
跡
本
調

査
開
始
／1

3
-
1
9

三
反
田
新
堀
遺
跡
試

掘
調
査
／1

9

水
戸
市
稲
荷
第
一
小
学

校
よ
り
資
料
返
却
／1

9

市
毛
本
郷
坪

遺
跡
試
掘
調
査
開
始
／2

1

ひ
た
ち
海

浜
公
園
企
画
展
「
沢
田
揚
げ
浜
式
塩
づ

く
り
と
製
法
の
変
移
」
へ
資
料
貸
出
【
沢

田
遺
跡
柄
振
ほ
か
】
／
東
海
村
教
育
委
員
会

へ
資
料
貸
出【
権
現
山
古
墳
埴
輪
】／2

6

取
手

市
よ
り
資
料
返
却
【
三
反
田
蜆
塚
貝
塚
土
製
腕

輪
】
／2

7

水
戸
市
堀
原
小
学
校
へ
資
料

貸
出【
井
上
資
料
縄
文
土
器
ほ
か
】

5
月

2

市
毛
本
郷
坪
遺
跡
試
掘
調
査
終
了
／

3

水
戸
市
堀
原
小
学
校
よ
り
資
料
返
却

／6

津
田
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見
学

／8

第
13
回
企
画
展
「
日
立
変
成
岩
の

石
剣
」終
了
／9

-
1
2

本
郷
東
遺
跡
試
掘

調
査
／1

0

中
根
小
学
校
3
年
生
社
会

科
見
学
／
永
越
信
吾
氏
（
葛
飾
区
郷
土
と
天
文

の
博
物
館
）
資
料
調
査
【
沢
田
遺
跡
製
塩
土
器
ほ
か
】

／1
3

那
珂
市
菅
谷
西
小
学
校
6
年
生

社
会
科
見
学
／
田
続
良
太
氏
（
国
士
舘
大
学

大
学
院
生
）資
料
調
査【
原
の
寺
瓦
窯
跡
瓦
】

1
8

鷹
ノ
巣
遺
跡
本
調
査
開
始
／
大
子

町
上
小
川
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見
学

／
ひ
た
ち
海
浜
公
園
よ
り
資
料
返
却
／

1
8
-
2
0

堀
口
遺
跡
試
掘
調
査
／19

遺

跡
め
ぐ
り
／2

0

堀
口
遺
跡
本
調
査
終

了
／
東
海
村
教
育
委
員
会
よ
り
資
料
返

却
／2

2

陸
平
を
ヨ
イ
シ
ョ
す
る
会
見

学
／2

4
-
2
6

向
坪
遺
跡
試
掘
調
査
／

3
1

ワ
ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
39
「
い

た
だ
き
も
の
。
３
」開
始

6
月

7

・8

東
原
遺
跡
試
掘
調
査
／
雨
水
採

取
装
置
設
置
（
下
段
右
）
／9

小
山
岳
夫
氏

資
料
調
査
【
十
王
台
式
土
器
ほ
か
】
／10

外
野

小
学
校
3
年
生
社
会
科
見
学
／14-17

岡
田
遺
跡
試
掘
調
査
／1

7
-
1
8

ひ
た
ち

な
か
市
民
大
学
へ
資
料
貸
出
【
井
上
資
料
縄

文
土
器
ほ
か
】
／22

田
彦
小
学
校
３
年
生

社
会
科
見
学
／23

茨
城
大
学
出
前
授

業
【
埋
文
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
】
／28

那

珂
湊
第
三
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見
学

／29

地
蔵
根
遺
跡
試
掘
調
査
開
始
／

29-30

伝
田
郁
夫
氏（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）資

料
調
査【
井
上
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
人
物
埴
輪
】

30

茨
城
大
学
出
前
授
業

7
月

1-2
ひ
た
ち
な
か
市
民
大
学
へ
資
料
貸

出
【
三
反
田
蜆
塚
貝
塚
貝
塚
獣
骨
ほ
か
】
／
地
蔵
根

遺
跡
試
掘
調
査
終
了
／
伝
田
郁
夫
氏
資

料
調
査
／3

ワ
ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
39
終
了
／5-27
向
坪
遺
跡
本
調

査
／8

大
和
田
恵
子
氏
よ
り
資
料
寄
贈

【
尼
ヶ
祢
遺
跡
石
器
ほ
か
】
／9

博
物
館
実
習
施

設
見
学
（
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
）
／12-16

市

雨水採取装置設置
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編
集
後
記
の　

笑
う
埴
輪

　

映
画
『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
』
を
観
て
感
じ
た
第
一
作
へ

の
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
確
か
め
る
た
め
、
一
九
五
四
年
に
公

開
さ
れ
た
『
ゴ
ジ
ラ
』
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
借
り
て
き
た
。
劇

中
で
は
、
古
生
物
学
者
の
山
根
博
士
（
志
村
喬
）
が
ゴ
ジ

ラ
を
中
生
代
「
ジ
ュ
ラ
紀
の
恐
竜
」
と
同
定
し
て
い
る

の
だ
が
、
そ
の
年
代
を
「
二
〇
〇
万
年
前
」
と
発
言
し

た
り
、
古
生
代
で
絶
滅
し
た
三
葉
虫
が
発
見
さ
れ
る
こ

と
を
根
拠
に
し
て
い
た
り
と
、
か
な
り
怪
し
い
学
者
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
翌
年
に
公
開
さ
れ
た
第
二
作

『
ゴ
ジ
ラ
の
逆
襲
』
も
観
て
み
る
と
、
こ
ち
ら
の
劇
中

で
は
、田
所
博
士（
清
水
将
夫
）が
ゴ
ジ
ラ
を「
七
〇
〇
〇
万

年
前
か
ら
一
億
五
〇
〇
〇
万
年
前
の
恐
竜
」
と
同
定
し

て
い
る
。
ア
ン
ギ
ラ
ス
こ
と
ア
ン
キ
ロ
サ
ウ
ル
ス
を
同

時
代
の
恐
竜
と
解
説
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
中
生
代

白
亜
紀
を
指
す
こ
と
に
間
違
い
な
い
。
二
作
を
連
続
し

て
観
る
と
、
山
根
博
士
の
見
解
に
田
所
博
士
が
異
を
唱

え
た
展
開
に
な
る
の
だ
が
、
臨
席
し
た
山
根
博
士
は
、

こ
れ
に
反
論
す
る
こ
と
も
な
く
、
物
語
は
進
行
し
て
ゆ

く
の
だ
っ
た
。

　

第
一
、二
作
の

ゴ
ジ
ラ
は
ひ
ど

い
乱
杭
歯
だ
。

整
然
と
並
ぶ
歯

と
い
う
こ
と
で
、

表
紙
の
解
説
の

た
め
に
、
画
像

は
メ
ジ
ロ
ザ
メ

科
の
現
生
標
本

の
歯
へ
と
飛
ぶ
。
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月
開館

日数

個人 団体 計

（人）（団体） （人）（人）
4 月 26 1224 1（0） 20 （0）1244
5 月 26 306 7（4） 285 （198） 591
6 月 26 145 4（3） 377 （361） 522
7 月 27 174 6（0） 116 （0） 290
8 月 26 283 11（2） 102 （7） 385
9 月 26 140 3 （2） 169 （143） 309
合計 157 2272 32（11）1069 （709）3341

入館者状況（2016.4.1 ～ 2016.9.30）

（）内は学校数

表紙のモデルは大貫歩美さんです。

毛
本
郷
坪
遺
跡
試
掘
調
査
／22

ひ
た

ち
な
か
市
中
央
図
書
館
「
戦
争
体
験
を

聞
く
会
」へ
資
料
貸
出【
武
田
遺
跡
爆
弾
片
】／

23

ふ
る
さ
と
考
古
学
①
「
楽
し
い
考
古

学
」（
講
師
・
さ
か
い
ひ
ろ
こ
氏
）
／
近

藤
裕
子
氏
よ
り
資
料
寄
贈
【
現
生
ア
カ
ニ
シ
】

／24

ふ
る
さ
と
考
古
学
②
「
考
古
学
の

ゲ
ン
バ
」（
講
師
・
さ
か
い
ひ
ろ
こ
氏
）

／30

ふ
る
さ
と
考
古
学
③
「
遺
跡
で
考

古
学
１
―
発
掘
体
験
①
―
」（
講
師
・
さ
か
い

ひ
ろ
こ
氏
）
／
ワ
ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
40
「
市
内
遺
跡
調
査
２
０
１
５
」
開

始
／31

ふ
る
さ
と
考
古
学
④
「
遺
跡
で

考
古
学
２
―
発
掘
体
験
②
―
」（
講
師
・
さ
か

い
ひ
ろ
こ
氏
）

8
月

2
-
2
6

本
郷
東
遺
跡
本
調
査
／4

中
央

図
書
館
よ
り
遺
物
返
却
／5

飯
能
市
郷

土
館
特
別
展「
高
麗
人
集
結
」へ
資
料
貸

出
【
武
田
遺
跡
群
須
恵
器
ほ
か
】
／9

-
1
0

大
平

B
遺
跡
・
大
平
古
墳
群
試
掘
調
査
／

1
0

中
央
図
書
館
史
跡
め
ぐ
り
／1
8

宮

前
遺
跡
試
掘
調
査
開
始
／1
9
-
2
0

ひ
た

ち
な
か
市
民
大
学
へ
資
料
貸
出
【
三
反
田

蜆
塚
貝
塚
垂
飾
ほ
か
】／2
0

茨
城
放
送（
下
段
右
）

／2
3
-
2
8

博
物
館
実
習
（
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大

学
・
筑
波
大
学
・
筑
波
学
院
大
学
・
東
北
芸
術
工
科
大
学
）

／2
4

・2
5

佐
野
中
学
校
2
年
生
職
場

体
験
／2

7

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑤「
想
像

す
る
考
古
学
―
発
掘
体
験
③
―
」（
講
師
・
さ

か
い
ひ
ろ
こ
氏
）／3

1

野
本
雄
太
氏（
明

治
大
学
生
）
資
料
調
査
【
鉾
ノ
宮
古
墳
群
ほ
か
埴
輪
】

／
第
9
回
記
録
集『
縄
文
時
代
の
剣
』発

行9
月

1
-
6

遠
原
遺
跡
・
遠
原
貝
塚
試
掘
調
査

調
査
／2

宮
前
遺
跡
試
掘
調
査
終
了
／

橋
本
勝
雄
氏（
千
葉
県
教
育
振
興
財
団
）資
料
調

査【
原
の
寺
遺
跡
石
器
ほ
か
】

8

安
善
靖
氏
よ
り
資
料
寄
贈
【
君
ヶ
台
遺
跡

石
鏃
】（
下
段
右
）／1

1

ワ
ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
40
終
了
／1

5

枝
川
小
学
校
5

・
6
年
生
社
会
科
見
学
／15-17

市
毛

上
坪
遺
跡
試
掘
調
査
／16-17

ひ
た
ち

な
か
市
民
大
学
へ
資
料
貸
出
【
井
上
資
料
埴

輪
ほ
か
】
／17

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑥
「
埋

土
種
子
入
門
」（
講
師
・
西
廣
美
穂
氏
）

／27

内
手
遺
跡
試
掘
調
査
開
始
／25

鈴
木
忠
司
氏（
古
代
学
協
会
）
資
料
調
査【
武
田

石
高
遺
跡

旧
石
器
】

27

高
野
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見
学

／30

上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の

広
場
へ
資
料
貸
出【
武
田
遺
跡
群
炭
化
種
子
ほ
か
】
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